
平成２６年４月臨時教育委員会会議の要旨 

 

 

１ 日  時 

  平成２６年４月１６日（水） 

    開会 １３時００分    閉会１３時１８分 

 

２ 場  所 

  セントコア山口（ルビーの間） 

 

３ 出席委員 

  委員長              山縣 俊郎 

  委員長職務代理者         稲野 靖枝 

委員長職務代理者         岡野 芳子 

  委員               中田 範夫 

委員               宮部 秀文 

  委員（教育長）          浅原 司 

 

４ 出 席 者 

  教育次長             原田 尚 

  教育次長             小西 哲也 

  審議監              廣川 晋 

  審議監              河村 行則 

  教育政策課長           嘉村 靖 

  義務教育課長           清時 崇文 

  高校教育課長           栗林 正和 

  特別支援教育推進室次長      石本 正之 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 議案第１号『山口県教育委員会表彰規則による表彰について（報告承認）』 

 山口県教育委員会表彰規則による表彰について、教育政策課より以下のとおり説明を行っ

た。 

 

 

 

 

  議案第１号については、全委員の賛成により承認された。 

 

 議案第２号『平成２６年度山口県教科用図書選定審議会に対する諮問について』 

  平成２６年度山口県教科用図書選定審議会に対する諮問について、義務教育課より以下の

とおり説明を行った。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議 案 

【概要】 

 下関市立桜山小学校教諭 高田
たかだ

 三津子
み つ こ

、下関市立誠意小学校教諭 西島
にしじま

 亮子
りょうこ

に対

して、教育長が臨時に代理して永年精勤として表彰したことを報告した。 

【概要】 

 標記の審議会に対し、義務教育諸学校において平成２７年度から使用する教科用図書選

定に関する採択の基準及び採択関係者に提示する選定に必要な資料について諮問する。 

 

 諮問事項の要旨 

   

  １ 義務教育諸学校における平成２７年度使用教科用図書の採択の基準について 

    義務教育諸学校の教科用図書の採択権者は、県教育委員会の指導、助言、ま 

 たは援助によって採択することになるので、これらの採択に関する事務が適正 

 円滑に行われるために、県教育委員会は、次の事項に関し一般的な基準を示す 

 必要がある。 

    ① 義務教育諸学校の教科用図書（一般図書を除く）の採択について 

    ② 一般図書（特別支援学校・学級用）の採択について 

    ③  教科用図書の採択に当たり特に留意すべき事項について 

   

  ２ 採択関係者に提示する平成２７年度使用教科用図書の選定に必要な資料につ 

いて 

   (1)  今年度は、学習指導要領に基づいた小学校用教科用図書について採択替え 

が行われる年であることから、諸種の角度から総合的に調査研究し、その特 

徴等を簡潔に叙述した「選定資料」を作成しなければならない。 

      したがって、次の事項について明らかにする必要がある。 

      ① 「選定資料」を作成するにあたっての調査研究の観点について 

      ② ①の各観点における調査研究の結果について 

   

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

議案第２号については、全委員の賛成により承認された。 

 

 

(2)  一般図書（特別支援学校・学級用）は、文部科学省から示されている「平 

成２７年度用一般図書一覧」に掲載された図書及び平成２６年度に山口県で 

多く採択された図書のうち近年研究調査されていないものの一部を対象に調 

査する。 

          対象とした一般図書について、諸種の角度から総合的に調査研究し、その 

特徴等を簡潔に叙述した「選定資料」を作成しなければならない。 

        したがって、次の事項について明らかにする必要がある。 

      ① 「選定資料」に掲載する一般図書及びその内容による分野について 

        ② 「選定資料」を作成するにあたっての調査研究の観点について 

        ③ ②の各観点における調査研究の結果について 

 


